
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

あすなろっこ

令和 7年 9月１日発行 

社会福祉法人岡山こども協会 

あすなろこども園 

 

〒７０９－０８０２ 

岡山県赤磐市桜が丘西３－１４－１９ 

ＴＥＬ（０８６）９５５―５６６５ 

発砲トレーを使って‟自分だけの舟“を作りました。紙コップやストロー、ビニール

テープ等を準備し、いざスタート。「どんな船にしたい？」と声をかけると「ピンクが

いいの」「ここにコップ付けたい」など、友だちの様子を見ながらそれぞれイメージを

広げているようでした。作り続けていくと自然と夢中になっているこどもの姿があり、

素敵な時間だなと感じました。こどもたち自身が夢中になれる環境を作ることで、物

の扱い方を伝え知る機会になったり、創造力を高め合えたりすることができるのだろ

うなと思います。これからも、こどもたちの“やってみたい”を大切にしていきたい

です。                             岩竹 笑利奈 

 地域でフラダンスをされているピーチア

ロハさんと AKB さんが来てくださいまし

た。「アロハ～」という挨拶を教えてもらい、

みんなで挨拶をしたり、一緒にフラダンス

を踊ったりして交流を楽しみました。また

来年も楽しみにしています。 



 

 

 

 

 

  

  

     

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

   

 

  

  

 

 

 

  

 

 

きゅうしょくの 

じかん 

 

 
 

はな組（０歳児） 

ゆき組（１歳児） 

今月のテーマ 

～夏の思い出～ 

「思いっきり遊んじゃおう♪」 

 夏だからこそできる水を使ったどろんこあそびや感触あそび

などをしっかり楽しみました。初めての感触になかなか手が伸

びない姿もありましたが、毎日遊ぶ中で水の冷たさや泥や粘土

などの握ったら固まる感触、反対に寒天や氷などつぶれたり崩

れたりする感覚などを知ることができました。今では保育者が

用意を始めると「今日はなにするの？」と近くに来ては、手を

伸ばす姿が増えてきました。こどもたちの「触ってみたい」「や

ってみたい」をこれからも大切にしていきたいです。 

                 朝倉 満里奈 

 

 

「はい、どうぞ！」 

 水あそび、寒天、氷、小麦粉粘土などの感触あそびをた

くさん楽しんだゆき組。その中でも一番盛り上がったの

は、寒天あそびでした。見立てあそびが楽しい時期のこど

もたちは、カップに入れると「かきごおり」や「じゅーす」

と食べ物に見立て遊ぶ様子がありました。お店屋さんのよ

うに「どうぞ〜」と友だちや保育者とやりとりを楽しむ姿

もみられ、日々成長しているなと感じています。 

引き続き、感触あそびを通してこどもたちと「気持ちい

いね」や「面白いね」を共有していきたいです。 

内田 菜月 

【材料・作りやすい分量】 

・りんごジュース 500ｍｌ 

・アガー      25ｇ 

・三温糖      35ｇ 

・水       250ｍｌ 

・りんごの缶詰   70ｇ 

（食べやすい大きさに切る） 

【作り方】作り方は、横の QRコードを読み取って見てくださいね。 

 ※アガーは、三温糖と一緒に混ぜ合わせて分量の水で溶かし、しっかり沸騰させて煮溶かすことがポイントです。 

 ※酸味の強い果汁と一緒に加熱すると固まりづらくなるため、りんごジュースは別の鍋で温めておいてください。 

 

つるんとのどごしのいい 

～りんごゼリー～ 

アガーは、常温で固まるので、

園ではおやつのゼリーやババロア

を作る時に使用しています 

URL：https://youtu.be/Fju3B8GkCVk 

 



 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

にじ組（２歳児） 

ほし組（４歳児） 

つき組（3 歳児） 

「どーんと花火」 

夏の間、花火を見たりお家でやったりした

子も多く、「花火」の話題が出ることもありま

した。夏の思い出をこどもたちと一緒に作れ

たらな、とデコルカマニ－をして花火を作り

ました。画用紙に点々と模様をつける子もい

れば、絵の具の感触が気持ち良くてどんどん

筆を滑らせてみる子など表現はそれぞれでし

たが、出来上がりはとてもすてき。保育室に

上がった花火を見て、友だちと「このあいだ

のはなびみたな」と会話が弾む姿に、楽しい

ことを共有する嬉しさが感じられるようにな

ってきたのだな、と感じています。 

河合 比呂子 

 

「初めてのプール」 

 今年度は初めてこども園のプールに入れる年。プール

開き前から「プールいつ入るん？」と毎日気にしてい

て、プールが始まってからも「今日プールの日よな！」

と朝からわくわくしていた子が多く、楽しみにしている

んだな、と嬉しく思いました。顔付け、バタ足、ビー玉

探し、バケツでラッコ、ワニ泳ぎ、ウォータースライダ

ー、風船・タライ乗りなどさまざまなことに挑戦しまし

た。「見て！こんなことできるよ」と自信に満ちた表情

が輝いていました。次の挑戦に繋がっていくはずです！ 

牧 文香 

がおー！ 

「怪獣現る！？」 

 給食室の手伝いでパプリカの種取をしました。

半分に切ったパプリカの断面を見ると、種が歯

に、空洞が大きな口に見えてきた保育者。「大き

な口を開けた怪獣みたいじゃない？」と怪獣ポー

ズを取りながら言うと、こどもたちもすぐに真似

て怪獣ポーズ。こどもたち一人ひとりの表情がか

わいくて何度も「もう一回！」とリクエストして

しまいました。ただ種を取るだけではなく、野菜

の匂いを嗅いでみたり、断面を見て楽しんだりす

ることで、こどもたちの心はわくわくします。そ

のわくわくをたくさん引き出していきたいです。 

影山 美穂 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                

                                       

 

子育て支援センター 

そら組（５歳児） 

学童クラブ 

「あわあそびをしたよ！」 

この夏、子育て支援センターでも水あそびを楽しみま

した。この日は石鹸で泡を作って遊びました。容器に入

れてアイスクリームに見立てたり大きなたらいで「もっ

といっぱいできるかな？」と、泡の感触を楽しんだりし

ました。 

井上由香 

こかげより（法人事務局） 

今年の梅雨は、雨があまり降らず、早くに明けしました。じめじめ

した日が少なく良かったと思う一方で、桃などの実が大きくならない

という影響が出ました。誰かにとっての『良い』は、誰かにとっては

『悪い』でもあるんだなと思いました。 

齊藤 希子 

 

 

「バス旅行」 

 香川県にある『さぬきこどもの国』に行ってきまし

た。大きな室内遊具で思い切り身体を動かしてあそ

び、工房体験では科学や美術、音楽に触れてあそびま

した。ドーム空間で迫力満点のスペースシアターでは

天体について楽しく学ぶことができました。こどもた

ちと 1つ大きな夏の思い出が増えました。 

原 尚平 

  

「絵の具を使って」 

 絵の具を使って絵を描きました。楽しい思い出がいく

つもあり、どれを描くか悩む子も多かったです。家であ

った出来事やこども園での思い出などを思い思いに描き

ました。 

 最初は大人が絵の具を作っていたのですが、自分たち

で水の量と絵の具の量を考えながら、絵の具を継ぎ足し

ていい具合に調整もしていました。細かいところは、筆

を少し浮かせて書いたり、紙が破れないように塗りつぶ

したり、こどもたちなりに絵の具や筆の扱い方のコツを

掴んでいるようでした。 

 こどもたちの気付きに目を向けて、次はどんな素材を

使ってあそぼうか大人も日々わくわくしています。 

田村 胡桃 


